
 

 

様式第３号（第８条関係） 

競争入札設計図書等に関する回答書 

 

令和８年１０月２３日  

 

福島県南会津建設事務所長  伏見 聡 

工事（委託業務）番号 第２６－４１３６０－０１７５号 

工事（委託業務）名 市町村合併支援道路整備工事（擁壁） 

質   問   事   項 

１. 採用単価表 31ラフテレーンクレーン、32トラック（クレーン装置付き）、33バックホウ 

（クレーン装置付き）について、排ガス対策基準次が明記されておりませんのでご教示 

願います。 

 

２. 採用単価表 25処分料（汚泥再資源化）汚泥について、特記仕様書の建設副産物への 

記載がありません。積算上の施設をご教示願います。 

 

３. ルートパイル施工時のグラウト練り混ぜ水について質問いたします。 

積算上は現地採取で単価０円が計上されておりますが、現場付近には側溝及び河川など 

利用可能な自然水はないと思われます。現場外でタンクに汲み上げそれを現場まで運搬する 

作業が必要となりますが、その際必要となる経費については変更協議可能でしょうか、 

ご教示願います。 

 

４. 施工箇所は保安林指定となっておりますが、作業許可等については取得済みと考えて 

よろしいでしょうか。今回工事に伐採費用は計上されておりませんが支障木はないとの認識 

でしょうか。また現場精査の結果支障木が確認された場合、伐採費用の計上については変更 

協議可能でしょうか合わせてご教示願います。 

 

回   答   事   項 

１. 採用単価表 31 ラフテレーンクレーンは第１次基準値、33 バックホウ(クレーン装置付き)

は第１次基準値、なお 32トラック(クレーン装置付き)は排ガス対策型建設機械に指定されて

おりません。 

２. 汚泥の運搬先は㈱京葉興業となっております。閲覧図書（特記仕様書）を訂正しますので、

詳細については「設計図書の訂正について」をご確認ください。 

３. 必要性を確認し、福島県工事請負契約約款第18条に則り協議の対象とします。 

４. 作業許可は取得済みです。伐採作業が必要と判断された場合は、福島県工事請負契約約款

第18条に則り協議の対象とします。 

 

 


